
深
刻
な
被
害
が
明
ら
か
に
 
 

な
っ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
 
 

（
石
綿
）
の
問
題
で
、
大
阪
 
 

市
警
冨
の
公
明
党
市
議
団
は
 
 

2
日
、
市
に
対
し
、
対
策
本
 
 

部
を
設
匿
し
て
全
庁
的
な
取
 
 

り
拒
み
を
守
っ
こ
と
な
ど
を
 
 

め
戚
 
 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
 
 

大
阪
市
に
要
望
書
 
 
 

公
明
党
市
譲
団
 
 

求
め
た
果
急
要
望
智
を
関
啓
 
 

一
市
長
に
提
出
し
た
。
 
 
 

要
望
蕃
で
は
、
▽
公
共
施
 
 

設
な
ど
へ
の
絵
点
検
・
実
態
 
 

謂
査
を
行
い
、
除
去
な
ど
の
 
 

対
策
を
窮
じ
る
▽
市
民
に
、
 
 

被
害
の
影
響
や
対
策
を
分
か
 
 

り
や
す
く
周
知
徹
底
す
る
▽
 
 

環
境
対
策
や
健
康
対
策
を
事
 
 

業
所
に
義
務
付
け
る
よ
う
国
 
 

に
要
望
す
る
ー
な
ど
と
し
 
 

幸
、
小
玉
隆
子
、
金
沢
一
博
、
 
 

開
石
直
樹
、
辻
義
隆
の
各
議
 
 

員
が
出
席
し
た
。
 
 
 

高
田
幹
事
長
は
、
全
公
共
 
 

施
設
の
実
態
濁
査
や
情
報
開
 
 

示
、
市
民
へ
の
広
報
着
勒
の
 
 

徹
底
、
解
体
工
事
に
伴
う
被
 
 

審
の
拡
大
防
止
な
ど
6
項
目
 
 

て
い
る
。
【
井
上
匪
樹
】
一
 
 

を
要
箭
ご
」
れ
に
対
し
、
閑
 
 

市
長
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
 
 

険
性
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
 
 

て
い
る
。
国
が
全
面
禁
止
す
 
 

べ
き
だ
」
と
述
べ
る
一
方
、
 
 

実
態
調
査
や
被
害
防
止
に
全
 
 

力
を
挙
げ
る
意
向
を
示
し
 
 

た
。
 
 

よ
る
健
康
被
審
が
全
国
で
明
 
 

ら
か
に
な
っ
て
い
る
問
題
 
 

で
、
大
阪
市
警
お
公
明
党
 
 

市
議
団
（
1
9
人
）
は
2
日
、
 
 

被
告
防
止
策
の
強
化
を
求
め
 
 

る
要
望
番
を
開
港
二
市
長
に
 
 

韓
出
し
た
。
 
 
 

要
望
寄
で
は
、
庁
内
に
ア
 
 

ス
ベ
ス
ト
対
策
本
部
を
設
置
 
 

し
、
市
立
学
校
な
ど
公
共
施
 
 

設
の
7
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
総
 
 

点
検
す
る
▽
市
有
施
設
の
ア
 
 

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
使
用
 
 

状
況
を
調
査
し
、
解
体
時
の
 
 

飛
散
防
止
策
を
徹
底
す
る
▽
 
 

民
間
建
築
物
の
吹
き
付
け
ア
 
 

ス
ベ
ス
ト
の
実
態
を
調
査
す
 
 

る
－
な
ど
の
措
置
の
晃
急
 
 

実
施
を
求
め
て
い
る
。
 
 

石
綿
被
害
防
止
策
 
 

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
 
 

化
求
め
要
望
嘗
 
 

大
阪
市
に
公
明
市
浅
田
 
 

ナスぺスl、対策本部設置を義需莞雷撃豊艶‡  や、民間建築物の吹き付  
けアスベスト実態冨田壷な  

どを求める緊急要望を関  

与撃一市長に】是出した。   

要望で8ま、すべての市  
施設で、アスベスト対弓栗  

を稔点検するとともに、  
今後の廟！体、改修では吹  

き付けアスベストやアス  
ベスト含有射オなどの使  
用実態を事前調査し、飛  
散防止対策を試じるよう  

浄   
アスベスト（石綿）；疫 …◆公明党議員巨弛ま2日、  

善を巡り、大阪市議会の … スベス．ト対策本部」設置  

求狂〉た。解体学那覇の助成  
制度の創l設やアスベスト  

利J弔の完途禁止を匡Ⅰに要  

望するよう促した。   




